



















































































































































































































される 12）。孔子は，紀元前 551 年から前 479 年，









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第 25 号，1931 年 11 月に掲載されている。
横田喜三郎・石川三四郎『日本平和論体系』
11　責任編集家永三郎　日本図書センター　



















































 分析が進んだのは 18 世紀に入った清朝末期
のことで，やはり秦時代に完全に教団そのも
のが姿を消したことが大きく影響していたと
言えよう。その後 1920 年代の中国でかなり
まとまった形で墨子研究が進んだようで，石
川三四郎の小論はそのような動向にも影響さ
れていたのかも知れない。この時期の中国で
の研究状況については，チタレンコ前掲書が
詳しい。
 9）森前掲書
10）例えば，鎌田監修前掲書や浅野前掲書なども
この説を採用している。
11）「墨子」各篇の成立年代などについては，駒
田前掲書及び森前掲書が詳しい。また，チタ
レンコ前掲書には墨子関連年表が整理されて
いる。
12）この点については，湯浅前掲書及び森前掲書
がこの説を採用している。
13）湯浅前掲書，浅野前掲書は概ね，この説に従っ
て解説を行っている。
14）この点については，森前掲書の解説に詳しい。
15）軍事集団としての墨家は広く関心を集めてい
るところであり，さまざまな取り上げ方をさ
れているが，参考文献としてあげた諸書の中
では，渡邉前掲書及び駒田前掲書が史料的な
検証を土台に学術的な分析を行い，思想集団
としての特異な在り方とともに実際の守城技
術などについても精細に明らかにしている。
16）「耕柱篇」浅野前掲書。
17）「巨子」の呼称を用いる訳書，研究書もある。
例えば，村瀬前掲書など。
18）森前掲書。次の『荘子』「天下篇」の引用も
同書より。
19）『孟子』より。次の引用は『呂氏春秋』「上徳
篇」より。いずれも森前掲書。
20）浅野前掲書。尚，次の引用は『孟子』からで，
このような捉え方は，村瀬前掲書でもなされ
ている。
21）駒田前掲書，森前掲書。
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22）森前掲書
23）「五兵」とは戈，殳，戟，酋矛，夷矛の５つ
の武器を指す。
24）浅野前掲書。ここで浅野は，この点を墨子の
思想の特徴として強調しているが，この見解
に賛成である。本稿で述べたように，当時の
生産諸条件や生産力について，的確な判断を
下し，そのことが相互扶助を必然とし，ため
に非戦を唱える根拠となったと考える。駒田
前掲書も墨子のこのような考え方を「実利主
義」と捉えていて，ほぼ共通した認識だと言
える。
25）駒田前掲書。本書では，ここにおける利の説
き方が，兼愛の基礎になっている点を強調し
ているが，この指摘は重要だと考える。尚，
次の『大取篇』からの２つの引用も同書から。
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